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はじめに 
文化面で中国の対外進出を考えるときに，
最近めざましい現象は全世界での孔子学院
の設置である．2004 年に韓国で最初の孔子
学院が設置されて以来，2009年 10月末で，
国家漢弁の発表では，世界に孔子学院が
282 校と孔子課堂が 241 カ所，計 523 カ所
開校されており，87 カ国（地域）に広がっ
ている．本稿では，中国の国家プロジェク
トの一環としての孔子学院のその創立と普
及の過程，日本国内の状況について分析し
たものである．その場合に，中国語教学の
立場から如何に教えているかというという
観点より，中国のソフトパワー2の全世界へ
の影響という観点から分析をすすめたい．
ところでこのテーマに関連した先行研究は
非常に少ないが，その中で黒田千晴論文3は，
中国の対外教育戦略という視点から，留学
生教育と対比しながら，孔子学院にも簡単
にふれている．また李尚永論文4は孔子学院
構想の樹立の経過と日本国内の孔子学院に
ついて分析している．さらに佐々木論文5は
日本国内の孔子学院関係の協議会の簡単な
報告をし，日本国内の孔子学院の現状を知
るには便利である．ただし前述したように
このテーマに関連した研究が非常に少ない
中で，日本国内の孔子学院の現状について
は，2009 年 10 月 31 日，11 月 1 日に，愛知
大学の主催で行われ，全国の孔子学院関係
者が参加した第 3 回孔子学院協議会に参加
して得た資料や知見を加えて本稿をまとめ
た． 
 
Ⅰ 外国人留学生への中国語教育の強化
から孔子学院の設置へ 
国家的プロジェクト統括・遂行組織の成
立 
1987 年 7 月，中国国務院の批准を経て，
国家対外漢語教学領導小組が成立した．こ
の組織は「全国の対外中国語教学工作に責
任を負う」となっており，中国国内での留
学生などに対する中国語教育の統一的指導
組織であったものと思われる．その宗旨は
「外に対しての中国語教学を押し広めるこ
とに力を尽くし，世界に中国を理解させ，
中国に世界へ向かわせる」とある．その後，
2004 年 11 月，韓国のソウルで最初の孔子
学院が成立した．その後各国で続々と孔子
学院が設立された． 
 2006 年，世界中の孔子学院設立という事
態に対応しさらにこの政策を遂行するため，
国家対外漢語教学領導小組は，国家漢語国
際推広領導小組(国家中国語国際普及指導
班）と改名し，その組織には，国務院弁公
庁，教育部，財政部，国務院僑務弁公室，
外交部，国家発展と改革委員会，商務部，
文化部，国家広播電影電視総局(国家ラジオ
映画テレビ総局)，新聞出版総署，国務院新
聞弁公室，国家語言文字工作委員会の政府
の関係する 12 の部や委員会より構成され
ている．そしてその組長には陳至立国務委
員がなった．領導小組の下の執行機関とし
ての弁公室を国家漢弁と略称した6．これか
ら見ると，単に教育部のみならず関係する
国家機関を組織化しており，また組長は閣
僚レベルであることから孔子学院の設置は
国家戦略としての位置づけがされているこ
とが伺われる． 
 
Ⅱ 急速に世界へ広がる孔子学院 
孔子学院本部としての国家漢弁の役割 
国家漢弁は国家漢語国際推広領導小組の
日常事務機構であり，中国教育部に属した
事業機構で，「非政府機構」であるとされて
いる7．しかし前述したように，国家対外漢
語教学領導小組が，国家の 12 の部や委員会
を結集したものであり，形式的には，非政
府機構だとしても，中国政府の国家プロジ
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ェクト遂行のための日常的な事務組織であ
ると考えるべきであろう． 
 ところで国家漢弁は自らの仕事を以下の
ように述べている． 
1. 国家漢語国際推広領導小組(国家中国語
国際普及指導班)の指導の下，中国語を世界
に普及するための方針政策と発展計画を作
成する． 
2. 各国各レベル各種教育機関における中
国語教育の展開を支援する． 
3. 孔子学院総部を指導して孔子学院を設
立する． 
4. 対外中国語教育基準を作成して評価を
統一化し，中国語教材を開発普及する． 
5. 対外中国語教師資格基準を作成して研
修を行い，国外で活動する中国語教師とボ
ランティアを選考して，外国語としての中
国語の教育能力認証を行う． 
6. 対外中国語教育ネットワーク設立基準
を作成し，関連するネットワークのプラッ
トフォームを作りリソースを提供する． 
7. 各種対外中国語試験の開発と普及を行
う8． 
このように国家漢弁は孔子学院総部を指
導しての世界各地の孔子学院設立のほかに，
世界各地への中国語普及のための政策立案，
中国語教育の基準の標準化や評価の統一，
中国語教師資格の標準化，さらに各種中国
語試験の開発と普及など中国語普及の諸施
策を行うことになっている．国家漢弁の行
っている中国語試験としては，留学生の中
国語能力を測る漢語水平考試(中国語水準
試験，ＨＳＫ)があり，また中小学生漢語考
試(ＹＣＴ)，さらにはビジネス用の商務漢
語考試(ＢＣＴ)もある9． 
そのほかに全世界の中国語学習者を対象
にした中国語コンクールとしての漢語橋が，
2002 年に第 1 回が行われて以来，毎年行わ
れており，その決勝大会は，中国で大々的
に行われ，その点でまさに国家プロジェク
トとしての性格が強い．また，毎年 1 回中
国で全世界の孔子学院の大会を開き，その
中で先進的な孔子学院 20 を選びモデル例
として顕彰するとともに，経験交流をして
いる． 
 一方孔子学院は，非営利の教育機構とさ
れ，またその業務は，国家漢弁の業務に基
本的に相応し，「孔子学院規則」によれば以
下のようになっている． 
1．社会各界に向けた中国語教育 
2．中国語教師に対する研修，教材等の提供 
3．中国語試験と中国語教師資格認定業務の
実施 
4．中国語教育，文化，経済及び社会に関す
る相談業務 
5．現代中国研究の展開10
 特に国家漢弁とくらべて，中国語教育や
文化，経済，文化などの相談業務や現代中
国研究の展開などが目をひくのである． 
 
急速に拡大した要因―世界各地の大学な
どの教育機関との協力方式 
国家漢弁によれば 2009 年 10 月現在，世
界に孔子学院が 282 校と孔子課堂が 241 カ
所，計 523 カ所開校されており，87 カ国（地
域）に広がる．孔子学院は 84 カ国計 282
校開校されている．そのうち，アジアは 28
カ国 70 校，アフリカは 15 カ国 21 校，ヨー
ロッパは 29 カ国 94 校，アメリカは 11 カ国
87 校，オセアニアは 2 カ国 10 校．孔子課
堂は 25 カ国(ミャンマー，マリ，バハマは
孔子課堂のみで，孔子学院はなし)計 241 カ
所に開講されており，そのうち，アジアは
10 カ国 27 カ所，アフリカは 2 カ国 2 カ所，
ヨーロッパは 7 カ国 34 カ所，アメリカは 5
カ国 176 カ所，オセアニアは 1 カ国 2 カ所
である11．それをさらに詳しく表示したの
が，表 1 である．この表はインターネット
の該当頁にアクセスして，実際の孔子学院
や孔子課堂が設置されている教育機関の名
称から各国の数を記したものであるが，国
家漢弁の発表した数とは異同がある．ただ
し各国の孔子学院・孔子課堂の数の概数は
つかめる．それによれば大陸ごとに孔子学
院の数が多い国はごく限られており，多く
の国はごく数カ所しか設置されていない． 
 ところでこのように孔子学院が 2004 年
以来急速に世界に普及した背景には，現地
の大学などの教育機関との協力方式をとっ
たことにある．そのメリットといえば以下
のいくつかが考えられる． 
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中国側のメリット 
①世界各地の教育機関の既存の施設・設備
を利用できる．そのため自前の施設・設備
のための投資をしなくてもすむ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 世界中の孔子学院・孔子課堂の数 
 
出所：Confucius Institute Online  網絡孔子学院 http://www.chinese.cn/en/ に載せられている孔子学
院，孔子課堂の置かれている大学，高校名により作成．なお日本では，課堂以外に学堂があり，
そのうち孔子学院の学堂は孔子学院の数に入れたが，それ以外の２つは孔子課堂の中に入れた． 
なお全体の数は国家漢弁の発表している数と異同がある．特にそれはアメリカの孔子課堂の数で
甚 だ し い ． ア ジ ア に つ い て は ， http://college.chinese.cn/en/node_3741.htm ～
http://college.chinese.cn/en/node_3766.htm ，  http://college.chinese.cn/en/node_3768.htm,  
http://college.chinese.cn/en/node_3770.htm～http://college.chinese.cn/en/node_3770.htm 
よ り 作 成 ． ア フ リ カ に つ い て は ， http://college.chinese.cn/en/node_38261.htm ，
http://college.chinese.cn/en/node_3823.htm～http://college.chinese.cn/en/node_3836.htm より作成．オセアニ
アについては http://college.chinese.cn/en/node_3838.htm～http://college.chinese.cn/en/node_3837.htm より
作 成 ． ヨ ー ロ ッ パ に つ い て は ， http://college.chinese.cn/en/node_3788.htm ～
http://college.chinese.cn/en/node_3803.htm ， http://college.chinese.cn/en/node_3805.htm ～
http://college.chinese.cn/en/node_3820.htm よ り 作 成 ． ア メ リ カ の 孔 子 学 院 数 に つ い て は
http://college.chinese.cn/en/node_3777.htm～http://college.chinese.cn/en/node_3787.htm，孔子課堂数につい
ては『孔子学院通訊録』(2009 年 P162～ｐ１９６)より作成した． 
 
②世界各地で中国語教育をしている人的リ
ソースを利用できる．ただし国家漢弁は中
国から副院長などの教員派遣をしている． 
③世界各地である程度中国語教育が行われ
ていれば，それを尊重して押しつけではな
く極めてソフトに中国語教育を開始できる．
ただしこれでも後述する日本のように既存
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の中国語教育が普及している場合には，摩
擦が生じる場合がある．また世界各地の中
国語教育の基盤の上に孔子学院を設置し，
急速に孔子学院が拡大する中で，質の保証
をどうするかという問題も生じる． 
世界各地の教育機関側のメリット 
①教育機関側の行っていた中国語教育が，
孔子学院の設置を中国側に許可されること
によって，中国側から認められ権威づけら
れ，いわば「お墨付き」を得たことになる． 
②教育機関側が，教員や教材の点で不十分
な点があれば，国家漢弁から教員の派遣，
および各国語に訳した教材の提供を得るこ
とができる．この点は特に従来中国語教育
があまり盛んでない国では大変魅力的であ
ると思われる． 
③孔子学院の規則の第 21 条には，「新設さ
れる孔子学院に対し，一定の初期経費を投
入する．年度プロジェクト経費は外国側と
中国側が共に負担し，その割合は通常１：
１の比率となる」とある12．すなわち教育
機関側は必要な経費の補助を得ることがで
きる．さらに孔子学院総部は，世界各国の
学生や教員が中国に留学して中国語や文化
を学ぶときに，奨学金を提供し，資金面の
援助を行っている．その対象になるのは，
中国籍以外で，各国の孔子学院・課堂の優
秀な学生，海外で中国語の教学に従事また
は従事することを計画している教員，孔子
学院総部の主催した中国語試験で成績が優
秀な者，漢語橋世界大会で優秀な成績を収
めた大学生・高校生，国外の関係ある大学・
学院などで学んでいる者，孔子学院総部の
特定な協議条件に符合する者となっており，
大変範囲が広い．そして毎月進修生 1400
元，本科生 1400 元，修士課程生 1700 元，
博士課程生 2000 元の奨学金が生活費とし
て出されている13． 
 以上のような中国側と世界の教育機関と
の関係が，お互いに利益となっている関係
となっていることが，孔子学院が急速に世
界に普及した原因であろう．無論その背景
に中国のプレゼンスが経済，政治，文化な
ど各方面において世界に大きな影響力を及
ぼしていることがあることはいうまでもな
いことである． 
 なお最近注目されるのは，ビジネス孔子
学院の存在である．これは 2006 年 4 月 6
日，教育部と英国企業の香港上海銀行グル
ープ（HSBC），ブリティッシュ・ペトロリ
アム，デロイト・トウシュ会計事務所，ス
ワイア社，スタンダード・チャータード銀
行が，ロンドンに共同で世界初のビジネス
孔子学院を設立する覚書にロンドンで合意
してから始まった．これは英国の金融の中
心ザ・シティにロンドンビジネス孔子学院
を設立し，中国語と中国文化を教えること
で，英国経済界の中国に対する理解を深め
ること目的とした．そして国家漢弁と前述
の 5 社が出資し，清華大学とロンドン政治
経済学院（LSE）が，同学院の具体的な運
用を行っている．このようなビジネス孔子
学院は他国にも広がり，アテネ大学に設置
されたアテネのビジネス孔子学院，さらに
はコペンハーゲンビジネススクールに設置
されたコペンハーゲンビジネス孔子学院が
ある14． 
 
Ⅲ 日本国内の孔子学院と国家漢弁 
 日本国内の孔子学院の現状 
 日本国内の孔子学院の現状は，表２の通
りである．日本では最初に立命館大学(2005
年 6 月開校)，翌 2006 年には桜美林大学(.1
月開校)，北陸大学(2 月開校)，愛知大学(4
月開校)，札幌大学(11 月開校)に孔子学院が
設置され，その後ほかの大学などにも拡大
していった． 
 これらのうち孔子課堂は基本的には，高
校生以下を対象にしたものである．ただ日
本には孔子学堂と称するものがある．これ
は比較的少人数なものを対象にしているも
のであると国家漢弁副主任・孔子学院総部
副総幹事の胡志平氏は，筆者の質問に対し
て答えてくれたが，国家漢弁のホームペー
ジを参照すると，英訳では課堂を意味する
「class room」となっている．ただ大学に設
置した孔子学院の教える対象は，孔子学院
協議会に配られた資料『日本孔子学院，学
堂，課堂 2009 年度事業案内』15から見る限
り，社会人などで高校生ではない．つまり
実質的には分室という意味かと思う．それ
以外の組織が設置した孔子学堂の中には，
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高校生を対象にしたり(福山銀河孔子学堂)，
社会人を中心にして高校生も含まれる可能
性もある(長野県日中友好協会長野ラジオ
孔子学堂)．後者の例は中国側の協力先は，
中国国際放送局であり，このようなラジオ
を利用した孔子学堂もある． 
 
 
 
 これらの各大学の事業を2009年4月以降
の事業を主なものをまとめると以下の通り
である．なお資料として前述した『日本孔
子学院，学堂，課堂 2009 年度事業案内』を
用いる． 
 
①中国語講座 
これは孔子学院設立の主要な目的であり，
早稲田大学孔子学院を除いてすべての孔子
学院，学堂，課堂で行われている．教員は
協力する中国の大学から副院長などが派遣
されることがあるが，基本的には各大学で
自前でまかなっている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２，日本国内の孔子学院・孔子課堂(2009 年 10 月現在) 
学院・課堂・学堂名 住所 
国家漢語弁
公室調印日 
開校日 中国国内協力校 
  京都府
立命館孔子学院 
東京学堂 東京都
2005/6/28 2005/6/28 北京大学 
立命館アジア太平洋大学孔子学院 大分県 2006/10/25 2006/10/25 淅江大学 
立命館孔子学院大阪学堂 京都府 2008/3/3 2008/4/1 同済大学 
桜美林大学孔子学院 東京都 2005/11/1 2006/1/18 
桜美林大学孔子学院高島学堂 滋賀県 2006/11/1 2006/11/1 
同済大学 
北陸大学孔子学院 石川県 2005/12/15 2006/2/15 北京語言大学 
豊橋事務室 
愛知大学孔子学院
車道事務室 
愛知県 2006/2/24 2006/4/1 南開大学 
札幌大学孔子学院 北海道 2006/8/3 2006/11/22 広東外国語外貿大学 
早稲田大学孔子学院 東京都 2007/4/12 2008/4/1 北京大学 
岡山商科大学孔子学院 岡山県 2007/6/12 2007/11/25 大連外国語学院 
大阪産業大学孔子学院 大阪府 2007/8/28 2007/11/26 上海外国語大学 
神戸東洋医療学院孔子課堂 兵庫県 2007/10/25 2008/4/5 天津中医薬大学 
長野県日中友好協会 
長野ラジオ孔子学堂 
長野県 2007/11/7 2007/11/7 中国国際放送局 
福山大学孔子学院 広島県 2007/11/16 2008/1/8 
北京対外経済貿易大
学上海師範大学 
工学院大学孔子学院 東京都 2008/1/22 2008/5/12 北京航空航天大学 
福山銀河孔子学堂 広島県 2008/3/24 2008/4/4 
海淀実験中学    
上海実験学校 
＊愛知大学車道校舎孔子学院事務室作成の資料による． 
 
②文化講座および単発的な講演会，あるい
はどちらかの実施 
これもすべての孔子学院，学堂，課堂で
行われている．講師は日本人あるいは日本
在留中国人の場合もあるし，中国から招請
した中国人の場合もある．ただし国家漢弁
から講師が派遣された例はない． 
③中国語教員の養成，あるいは中国語教員
の研修の実施 
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中国語講師の養成を行っているのはそれ
ほど多くなく，立命館大学，立命館アジア
太平洋大学，桜美林大学，岡山商科大学，
工学院大学の孔子学院で行われている．ま
た中国語教員の研修講座は札幌大学孔子学
院で行われている． 
④中国語資格試験，スピーチコンテストの
実施及び受験，並びに参加 
ＨＳＫ(漢語水平考試)については，立命
館大学，岡山商科大学の孔子学院の受講生
が受験しており，実施並びに受験した受講
生がいるのは桜美林大学，北陸大学，札幌
大学，大阪産業大学の孔子学院であり，多
くの孔子学院がＨＳＫ試験の実施校になっ
ている．また新ＨＳＫ試験については，桜
美林大学，岡山商科大学の孔子学院の受講
生が受験している． 
スピーチコンテストでは，国家漢弁が力
を入れており世界的範囲で予選が行われる
漢語橋については，立命館大学孔子学院で
西日本地区予選が行われ，桜美林大学孔子
学院で東日本地区予選が行われ，札幌大学
孔子学院で北海道予選大会が行われた．ま
た漢語橋の大学生部門の西日本地区予選が
大阪産業大学孔子学院で行われた．また北
陸大学では受講者が漢語橋の東日本大会に
参加した． 
その他に全日本の範囲で日本独自に行わ
れる日中友好協会スピーチコンテスト予選
を長野県日中友好協会ラジオ孔子学堂が実
施し受講者も参加した．また孔子学院独自
のスピーチコンテストを行っているものと
して立命館大学，札幌大学があり，さらに
神戸東洋医療学院孔子学堂は，兵庫県中国
文化交流会として，高校生や一般・大学生
も参加してスピーチコンテストを行ってい
る． 
⑤高校生への働きかけ 
 神戸東洋医療孔子課堂は，課堂という名
称が表しているように前述したように兵庫
県中国文化交流協会として高校生を含んだ
スピーチコンテストを行い，また高校へ向
けての中国文化などの出張授業を行ってい
る．高校向けの中国語の授業をやっている
のは，北陸大学孔子学院，福山銀河孔子学
堂である．桜美林大学孔子学院は，高校生
対象の出張講義・体験授業を行っている．
また愛知大学孔子学院では，東海地区高校
生中国語発表会への協賛を行っている． 
⑥中国での現地研修など 
 桜美林大学，愛知大学，大阪産業大学，
札幌大学の孔子学院，神戸東洋医療孔子課
堂，長野県日中友好協会長野ラジオ孔子学
堂が協力先の大学などで中国語などの現地
研修を行っている．また北陸大学孔子学院
は平成遣中使という名目で，「高校生・北陸
大学学生」「高校教員」「受講生」の 3 班を
中国に派遣している．そのほか札幌大学孔
子学院では，2009 世界遺産「蘇州古典園林」
見学ツアーを行っている． 
 以下に特色ある試みを述べる 
⑦研究に特化した孔子学院の例 
 早稲田大学孔子学院は特色ある孔子学院
である．前述したように中国語教育は行わ
ず，毎週開講する講座は，大学院の正式単
位認定科目として設置し，北京大学を中心
に複数の教員を招き，早稲田大学の教員と
ともに講義を行っている．その他に中国の
研究者を招いてのシンポジウム，若手研究
者の中国研修育成事業，孔子学院叢書の発
行など研究活動に特化した活動をしている． 
⑧全日本青少年中国語カラオケ大会の実施 
 これは日中青少年文化交流イベントとし
て桜美林大学孔子学院が行っているもので
ある．大会には 100 名以上の応募者があり，
観客が 1750 名集まるなど大いに盛り上が
り，初学者の中国語への関心を引くという
点では大変有効な手段である． 
⑨アジア地区孔子学院 2009 連合会議の開
催 
 北陸大学孔子学院が中心となり，初めて
アジア地区孔子学院連合会議を開催した．
その時には，21 カ国 51 校，協力校 14 校が
参加した． 
 
Ⅳ 日本国内での既存の中国語教育との
棲み分けと軋轢 
 ここで述べることは，前述した孔子学院
協議会に参加して得た情報と知見をもとに
している． 
 日本国内では孔子学院設立以前から各大
学が独自の中国語教育を行っていた．孔子
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学院の設立自体がそのような既存の中国語
教育と対立する面がある．そのせいか多く
の中国語教育を行っている大学が，孔子学
院設立には模様眺めの傍観者的態度をとり，
その数が爆発的に増える状況ではない． 
 既存の中国語教育との対立という面で，
いくつか具体的な例をあげれば，例えば中
国語資格試験では，日本で中国語検定試験
が前から行われており，それとＨＳＫをは
じめとする漢弁の行う試験と競合する．ま
たスピーチコンテストでは以前から日中友
好協会が行っている全日本中国語スピーチ
コンテストなどいくつものスピーチコンテ
ストがあり，漢語橋と競合する．漢語橋は
特殊な人材養成を目指しており，一般的で
はないという意見も孔子学院の中から出て
いる．また各大学の孔子学院では独自で編
纂したり，あるいは市販されているテキス
トを使って中国語教育をしているのであり，
漢弁の編纂したテキストを使う必要もない．
このような構造が国家漢弁と各大学との間
で孔子学院を舞台としての潜在的な対立の
要素としたあり，国家漢弁が自らの方針を
強要すると摩擦の原因となる． 
そのほか国家漢弁が日本国内の各大学の
事情を斟酌しないで，事を行うと摩擦がお
こる．例えば最近国家漢弁から中国図書
2000 冊段ボール箱 60 箱分が送られてきた
が，独自に図書室を持っているところはい
いが，そうでないところは置き場所に困っ
ているという苦情が孔子学院の中から出さ
れた．また贈られた本が必ずしも必要なも
のばかりではないという意見も孔子学院側
から出された．さらに 2009 年年末に 200
人を各孔子学院から中国へ派遣することが
国家漢弁から決められ，各孔子学院へ人数
の割り当てが決められたが，大学によって
はまだ授業中であり，日程を決めるときに
は事前に孔子学院側の要望も聞いて欲しい
という希望が出された．そのほかに一部の
孔子学院から財政面で大学から持ち出しに
なっているのでもっと財政面で援助して欲
しいという意見も出た． 
 現在，日本国内では中国へ好感を持って
いる人間が少ないという状況の中で，ある
孔子学院から「孔子学院は一般の人から中
国の宣伝機関と見なされている」という意
見がされた．ただ現実には前述したように，
中国語授業のやり方や中国関連講座の運営
をはじめとして，各孔子学院の国家漢弁に
対して独立性が保たれていると思うが，前
述したような意見のように孔子学院が見な
されていることは，中国文化の魅力の伝達
者としての孔子学院の役割および中国のソ
フトパワーの影響力という点でもマイナス
であろう． 
 国家漢弁は今後も各国の事情に応じたき
め細かい配慮と各孔子学院を完全に支部扱
いして自らの方針を強要したりせず，各孔
子学院のある程度の独立性を維持する必要
性があろう．そうでなければ日本国内で孔
子学院が飛躍的に増加することもないばか
りか，既存の孔子学院の中でその看板を返
上するところも出てくるかもしれない．た
だし日本の大学と協力するというやり方を
維持しかつ各孔子学院の独立性を保証し，
さらに前述した点を注意していけば今後も
日本でその数は拡大していくだろう． 
 
おわりに 
 最後に本稿で述べたことを簡単にまとめ
ておく．中国は 1980 年代後半期から，留学
生に対する中国語教育を国家的プロジェク
トとして遂行してきた．孔子学院の設立は，
それをさらに全世界へ広げたものと位置付
けられる．そしてその政策を遂行する国家
漢語推広領導小組は，中国政府の関係する
部や委員会を結集しており，国家的プロジ
ェクトとしての陣容を誇っている． 
 孔子学院，さらに孔子課堂は 2004 年に最
初に成立して以来急速に拡大し，それだけ
中国のソフトパワーは世界に影響力を拡大
した．このように急速に拡大した原因は，
世界各地の大学，高校などとの協力方式を
とり，それが相互に利益があったからであ
る． 
 日本国内の孔子学院は，中国語教育，文
化講座・文化講演会，中国語試験の実施な
ど多様な事業を行っている．ただし日本の
大学は以前から中国語教育を行っており，
伝統もある．以前からあまり中国語教育が
盛んでない国と異なり，孔子学院の事業は
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既成の中国語教育と摩擦を生じることも起
きる．ただし国家漢弁が今後も現在の協力
方式を維持しつつ，日本を含めて各国の事
情に応じたきめ細かい配慮と，各孔子学院
を完全に支部扱いして自らの方針を強要す
ることをせず，各孔子学院のある程度の独
立性を維持していくならば，孔子学院は今
後も拡大していくであろう． 
  
本稿を執筆するに当たって，2009 年 10
月 31 日，11 月 1 日に行われた第 3 回孔子
学院協議会の際にお会いして筆者の質問に
応じてくれた国家漢弁副主任・孔子学院総
部副総幹事の胡志平先生，2009 年 12 月に
行われた孔子学院世界大会に出席され，そ
の際取得された資料を筆者に借覧を許され
た愛知大学佐藤元彦学長，またいろいろと
お世話になった愛知大学孔子学院荒川清秀
院長，さらに貴重な資料や情報を提供され
た愛知大学車道校舎，豊橋校舎の孔子学院
事務室の方々に感謝の意を表す．ただし本
稿の文責はこれらの方々ではなく筆者にあ
るのはいうまでもない． 
 また本稿は，2009 年 12 月 19 日から 20
日にかけて行われた国際シンポジュウム
「現代中国の国際的影響力拡大に関する総
合的研究」の文化部会での討論で得られた
知見やその後得られた情報を加えてシンポ
ジュウム提出の原稿に若干の補訂を加えた．
特にこの面では北海道大学大学院メディア
コミュニケーション研究院附属東アジアメ
ディア研究センターの渡邉浩平センター長
に感謝したい． 
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